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Camera News
      カメラニュース

春を感じる　雛人形の彩り
～たけはら町並み雛めぐり～

　

２
月
７
日
～
３
月
22
日
、
町
並
み
保
存

地
区
で
、
「
た
け
は
ら
町
並
み
雛
め
ぐ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
町
並
み
保
存
地
区
内
の
施

設
な
ど
に
、
竹
原
の
商
家
ゆ
か
り
の
雛
人

形
や
、
江
戸
時
代
か
ら
平
成
ま
で
の
雛
人

形
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
雛
道
具
や
飾
り
、

顔
つ
き
、
並
び
方
な
ど
、
時
代
等
に
よ
っ

て
違
う
様
子
を
熱
心
に
眺
め
て
い
る
来
場

者
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
に
は
、
「
町
並
み
か
ぐ
や
姫

ガ
イ
ド
」
や
、「
雛
め
ぐ
り
ラ
イ
ブ
」
な
ど
、

多
く
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

「
町
並
み
か
ぐ
や
姫
ガ
イ
ド
」
で
は
、

た
け
は
ら
か
ぐ
や
姫
と
た
け
は
ら
観
光
ガ

イ
ド
が
、
町
並
み
保
存
地
区
の
建
物
や
雛

　

３
月
22
日
、
バ
ン
ブ
ー
公
園
の
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
シ
ニ
ア
・
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
第
15
回
広
島
県
大
会
（
春
季
）
が
開
催
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
７
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
オ
パ
ー
ル
６
と
い
う
区
分
で
、
原

則
60
歳
以
上
の
人
が
参
加
で
き
る
10
人
制
の
ス

ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
大
会
で
す
。

　

み
な
さ
ん
60
歳
を
超
え
て
い
る
と
は
思
え
な
い

よ
う
な
好
プ
レ
ー
を
連
発
。
時
折
見
ら
れ
る
珍
プ

レ
ー
に
は
、
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　

白
熱
し
た
試
合
の
結
果
、
優
勝
し
た
の
は
、
府

中
市
か
ら
参
加
し
た
「
ビ
ッ
グ
・
ブ
ラ
ボ
ー
府
中
」

の
み
な
さ
ん
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

真
剣
勝
負
の
中
で
も
楽
し
ん
で
プ
レ
ー
し
て
い

る
選
手
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
い
つ

ま
で
も
現
役
選
手
と
し
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

人
形
を
案
内
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
説

明
を
聞
き
、
質
問
を
し
た
り
、
写
真
を
撮

り
な
が
ら
、
施
設
等
を
ゆ
っ
く
り
と
見
て

回
り
ま
し
た
。

　

「
雛
め
ぐ
り
ラ
イ
ブ
」
で
は
、
筝
や
尺

八
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
入
り
き
ら
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
観
客

が
集
ま
り
、
綺
麗
な
音
色
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
子
ど
も
雛

め
ぐ
り
」
は
、
雨
の
た
め
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
か
ら
と
、

着
物
を
着
た
子
ど
も
さ
ん
と
町
並
み
を
散

策
す
る
ご
家
族
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

風
情
あ
る
町
並
み
を
ゆ
っ
く
り
と
巡
り

な
が
ら
、
一
足
早
い
春
の
訪
れ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
「
た
け
は
ら
町
並
み
雛
め

ぐ
り
」
。
町
の
雰
囲
気
や
様
々
な
雛
人
形

に
、
み
な
さ
ん
癒
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

シニア世代が熱戦をくりひろげる
～スローピッチソフトボール大会～
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　３月 10 日、市内４校の中学校で卒業

式が行われました。忠海中学校では、３

年生 37 人に卒業証書が授与され、中学

校単独としては最後となる卒業式となり

ました。

　式典終了後に、最後の学活が行われま

した。担任の望月先生から手作りの卒業証

書と花束が一人ひとりに手渡され、生徒

からはビデオレターと色紙が贈られまし

た。最後の学活も終わりに近づくにつれ、

涙を浮かべ、別れを惜しむ姿も。生徒と

先生の絆の強さを感じる卒業式でした。

　３月 17 日、竹原小学校で、ふるさと

納税を活用した「竹原っこ夢プロジェク

ト」の一環として作成していた陶板画が

完成しました。いつまでも綺麗に残る壁

画を作りたいという思いから陶板画とい

う技法が用いられました。町並み保存地

区で陶芸をされている岩川さんを講師に

迎え、昨年 10 月からスタートした今回

のプロジェクト。６年生 36 人で協力し

て 72 枚の陶板を作成し、竹原の歴史や

魅力を感じる陶板画が出来ました。

　ふるさと納税にご協力いただいたみな

さん、ありがとうございました。

　３月７日、たけはら海の駅

で、「食による観光まちづく

りフォーラム」が開催されま

した。開催地の竹原市と先進

地の事例発表が行われ、新・

ご当地グルメのプロデュー

サーのヒロ中田さんによる今

後デビュー予定の新・ご当地

グルメの紹介や出来るまでの

裏話などもあり、会場は大い

に盛り上がりました。

食から地域を盛り上げる！

　３月 19 日、保健センターで、

歯科講演会が行われました。

講師の向井麻理子さん（興生

総合病院、歯科・歯科口腔外

科、歯科衛生士）が、実際の

症例を挙げながら、高齢者の

口腔ケアについて話しました。

実際に口腔ケアの方法を体験

する時間もあり、参加者は真

剣に耳を傾けていました。

口腔ケアについて学ぶ

市有施設を利用して　再生可能エネルギー導入拡大！

　３月４日、保健センター

で、なかよし教室が行われ、

子どもの間食として、ミニう

どん作りに挑戦しました。み

んな、お母さんと一緒に一生

懸命作っていました。初めて

自分で作ったうどんを、味噌

だしとトマトチーズだしの２

種類のスープでおいしそうに

食べていました。

お母さんと作る　初めてのうどん

　３月 20 日、市長公室で、

市有施設等を活用した太陽光

発電事業に係る基本協定の調

印式が行われました。再生可

能エネルギーの導入拡大・普

及啓発及び新たな財源の確保

を目的として、市有施設を㈱

ウエストエネルギーソリュー

ション様に貸し出し、太陽光

発電設備を設置する基本協定

を締結しました。

竹原っこ夢プロジェクト
～竹原らしい一枚に　陶板画作り～

思い出と感謝を胸に　卒業式


